
※保育所(園)は乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での灘症や流行を

できるだけ防ぐことはもちろん、子どもたちがm日快適に告活できることが大切です。

※保育所園児がよくかかる下請の感染症については、登園のめやすを参考に、かかりつけの医師

の診断にしたがい、登園層の提出をお願いいたします。なお、保育所(園)での集団生活に適応で

きる状態に回復してから登園するよう、ご醜慮ください。

※登園の際には、下請の登園届の提出をお願いいたします。

登園のめやすは、子どもの全身状態が良好であることが基準となります。

<保護者諦入用>

艶 聞 眉(保護者請来)
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煽 名
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児童氏名

隼軍用鱒

におい’て診断され、

登園のめやすを参考に、症状が回復すれば、登園可能と診断されています。

車 用 問 症状が回復し、

集団生活に患陣がない状態となりましたので登園いたしまiす。

保護者陳緒

○医師の診断を受け、保護者が話人する登園届が必要な感染症

即(またはサイン)

柄∴∴∴∴名 

感線しやすい期間 適切な抗蘭薬治療を開始する前と開始後口三l間 

静 圃 の め や す 
溶連菌感染症 

杭薗薬内服後24-・48時間経過し.Cいる二十 発熱や激lい咳が治まっていること 鞘熱や即時内の水滝の油揚の影響がな∴蔀勘) 

・マイコゾラで・ヾ朝市炎 適切な抗薗薬治療を開始する前と開始後数日間 
手足I丁煽 手足やI∴鵬内に水腫h酒場が発癌した数I三I間 

食事がとれること、、 

伝染性紅斑(リンゴ柄) 発しん咄現前の’し週間 全身状態が良い二と 
ウイルス性胃腸炎 癌状のめる闇と、癖状消失後看週間(愚は減少し. II剛直、下痢等の癌)I肋‡治まV)、紫斑の食事が七号・し 

(ノし二着・l:」夕・アデ/「ソイルス簿) ていくが数週間-ソイ′レムを排硝し ている(/《)で枠 寸言言、∴ 

息が必要) 

ヘルバンギ一一一十 急性期の数にI間(億の可Iにl小手I穐層「ソイルぺを 発熱や口膳内の水滴ひ砥瘍の影響がなく、幣腿の 
排樹しているの●(待主恩が擁襲) 食宙が《出しる二言∴ 

RSウイルス感染病 呼吸器病状のある間 呼吸器症状が消失しっ 全身状態が良いこと 

帯状胞疹 水腫を形成1ぐいる聞 i上、こての溌しんが痴l封じし∴(‾から 

突発惟発疹 解熱し機嫌が良く金一軌状態が良いこと 

柁痘(水ほうそう) 発しん舶現l→2Iニう前から航皮形成まで 十・・二での擬しんが航皮化し●(-から 

流行性耳下腺炎(あたふく力、ぜ) 発癌:月ニi前から耳印刷垂脹後4同 甘l当腺の腫脹が消失してから 

咽頭結膜熱(ヅ一一ル熱) 鞘熱、充血等症状が出現した数日間 主な症状が消え2円経過し Cから 

出典:膚生労働省ii保育所における感染癖対策ガイドラインIより


